
平成１７年（２００５年）４月１３日発行－７－　　（２０１号） 議 会 だ よ り

意

見

書

・

決

議

の

要

旨

発
達
障
害
児
（
者
）
に
対
す
る
支
援
促
進
を
求
め
る
意
見
書

　

①
各
市
区
町
村
が
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
体
制
を
整
備
す
る

際
の
財
政
支
援
。
②
乳
幼
児
健
診
の
充
実
と
、
新
た
な
児
童
健
診
制
度

（
５
歳
児
健
診
）
や
就
学
時
健
診
制
度
を
確
立
。
③
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
に
お
け
る
発
達
障
害
児
（
者
）
の

受
入
れ
と
、
指
導
員
の
養
成
・
配
置
。
④
雇
用
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・

相
談
員
等
の
配
置
。
⑤
専
門
医
の
養
成
及
び
人
材
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

⑥
発
達
障
害
児
（
者
）
へ
の
理
解
の
普
及
、
意
識
啓
発
を
推
進
す
る
こ

と
。

学
校
行
事
で
の
「
日
の
丸
・
君
が
代
」
に
関
す
る
意
見
書

　

児
童
・
生
徒
の
一
生
に
一
度
し
か
な
い
入
学
式
や
卒
業
式
が
、
参
加
者

一
人
一
人
の
気
持
ち
が
尊
重
さ
れ
、
保
護
者
や
教
職
員
の
心
か
ら
の
祝

福
の
下
で
行
わ
れ
る
よ
う
、
次
の
事
項
を
求
め
る
。
①
国
旗
・
国
歌
に
対

す
る
態
度
を
、
教
職
員
及
び
児
童
・
生
徒
の
評
価
や
処
遇
の
基
準
と
し
な

い
こ
と
。
②
入
学
式
・
卒
業
式
に
お
い
て
、
国
旗
掲
揚
・
国
歌
斉
唱
を

強
制
し
な
い
こ
と
。

保
育
に
か
か
わ
る
家
庭
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
国
の
対
策
を
求
め
る
意

見
書

　

子
育
て
支
援
策
の
充
実
は
国
家
的
課
題
で
あ
り
、
託
児
施
設
の
増
設

な
ど
早
急
に
改
善
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
直
ち
に
不
足
が
解
消
さ
れ

る
状
況
に
は
な
い
。
以
下
の
項
目
を
求
め
る
。
①
国
の
所
得
税
に
関
し
、

一
定
の
基
準
で
保
育
料
等
を
控
除
で
き
る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。
②

保
育
ニ
ー
ズ
の
実
情
を
把
握
し
、
適
正
な
社
会
負
担
又
は
負
担
軽
減
に

つ
い
て
検
討
す
る
専
門
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
。
③
育
児
世
帯
に
対
す

る
社
会
の
理
解
を
進
め
る
た
め
の
広
報
・
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
。

言
論
の
自
由
を
迫
害
す
る
議
会
報
告
ビ
ラ
配
布
に
対
す
る
逮
捕
・
弾
圧

に
強
く
抗
議
す
る
意
見
書

　

昨
年　

月　

日
、
東
京
都
葛
飾
区
内
で
議
会
報
告
ビ
ラ
等
を
配
布
し

１２

２３

て
い
た
男
性
が
、
亀
有
警
察
署
に
「
住
居
不
法
侵
入
」
容
疑
で
逮
捕
さ

れ
勾
留
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
政
党
に
対
す
る
弾
圧
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自

由
な
言
論
・
表
現
を
行
っ
て
い
る
人
々
、
団
体
、
組
織
及
び
民
主
主
義

に
対
す
る
警
察
の
攻
撃
で
あ
る
。
相
次
ぐ
言
論
の
自
由
に
対
す
る
警
察

の
不
当
で
違
法
な
逮
捕
・
弾
圧
に
対
し
、
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

検
察
は
直
ち
に
起
訴
を
取
り
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
強
く
要
望
す
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
の
政
府
・
与
党
の
介
入
の
真
相
解
明
を
求
め
る
意
見
書

　

１
月　

日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
記
者
会
見
し
、
２

１３

０
０
１
年
１
月
に
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
が
政
府
・
与
党
に
よ
る
圧

力
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
が
大
き
く
改
ざ
ん
さ
れ
た
こ
と
を
告
発
し
た
。

よ
っ
て
、
次
の
事
項
を
求
め
る
。
①
国
会
が
国
民
の
信
頼
を
回
復
す
る

た
め
、
安
部
、
中
川
両
氏
を
招
致
し
、
真
相
の
究
明
と
責
任
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。
②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
対
し
て
、
事
件
の
全
容
を
公
開
し
、
真
相
を

明
ら
か
に
し
、
関
係
者
の
責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

東
京
都
三
多
摩
地
域
廃
棄
物
広
域
処
分
組
合
に
情
報
公
開
条
例
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書

　

貴
組
合
に
お
い
て
、
処
分
組
合
ニ
ュ
ー
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

通
じ
て
、
情
報
提
供
に
ご
努
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
、
多
摩
地

域
の
住
民
に
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
る
。
国
に
お
い
て
は
情

報
公
開
法
が
制
定
さ
れ
、
現
在
、
多
く
の
地
方
公
共
団
体
等
に
お
い
て

情
報
公
開
条
例
の
制
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
東
京
都
三
多
摩
地
域
廃

棄
物
広
域
処
分
組
合
に
対
し
、
適
切
な
時
期
に
お
い
て
情
報
公
開
条
例

を
制
定
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
日
本
共
産
党
�
、
公
明
党

２２

�
、
改
革
連
合
�
、
改
革　

�
、
生
活

２１

者
ネ
ッ
ト
�
、
自
民
党
小
金
井
�
、
市

民
の
党
�
、
湧
湧
環
境
ク
、
市
民
ウ
ェ

ブ
、
民
主
党
、
民
主
市
民

反
対
１
＝
市
民
自
治

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
文
部
科
学
・
厚

生
労
働
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
日
本
共
産
党
�
、
改
革
連

１２

合
�
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
�
、
市
民
の
党

�
、
市
民
自
治
、
湧
湧
環
境
ク
、
市
民

ウ
ェ
ブ
、
民
主
党

反
対　

＝
公
明
党
�
、
改
革　

�
、
自

１０

２１

民
党
小
金
井
�
、
改
革
連
合
�

退
席
１
＝
民
主
市
民

提
出
先
＝
東
京
都
知
事

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

退
席
者
を
除
き
全
員
賛
成

退
席
７
＝
公
明
党
�
、
自
民
党
小
金

井
�
、
改
革
連
合
�

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
総
務
・
法
務
・

財
務
・
厚
生
労
働
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
日
本
共
産
党
�
、
改
革
連

１６

合
�
、
改
革　

�
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
�
、

２１

市
民
の
党
�
、
市
民
自
治
、
湧
湧
環
境

ク
、
市
民
ウ
ェ
ブ
、
民
主
党
、
民
主
市
民

反
対
５
＝
公
明
党
�
、
自
民
党
小
金

井
�

退
席
２
＝
改
革
連
合
�

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
法
務
大
臣
、
東

京
都
知
事

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
日
本
共
産
党
�
、
改
革
連

１３

合
�
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
�
、
市
民
の
党

�
、
市
民
自
治
、
湧
湧
環
境
ク
、
市
民

ウ
ェ
ブ
、
民
主
党
、
民
主
市
民

反
対
４
＝
改
革　

�
、
自
民
党
小
金

２１

井
�

退
席
６
＝
公
明
党
�
、
改
革
連
合
�
、

改
革　

�
２１

提
出
先
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
・
法
務
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
日
本
共
産
党
�
、
生
活
者

１２

ネ
ッ
ト
�
、
市
民
の
党
�
、
市
民
自
治
、

湧
湧
環
境
ク
、
市
民
ウ
ェ
ブ
、
民
主
党
、

民
主
市
民

反
対　

＝
公
明
党
�
、
改
革
連
合
�
、

１１

改
革　

�
、
自
民
党
小
金
井
�

２１

提
出
先
＝
東
京
都
三
多
摩
地
域
廃
棄

物
広
域
処
分
組
合
管
理
者

公
正
で
政
策
本
位
の
選
挙
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
決
議

　

４
年
前
の
選
挙
で
は
、
候
補
者
や
運
動
員
へ
の
暴
行
、
候
補
者
の
演

説
妨
害
な
ど
の
公
職
選
挙
法
第　

条
の
自
由
妨
害
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

２２５

選
挙
が
著
し
く
汚
さ
れ
、
市
議
会
は
「
選
挙
妨
害
の
な
い
公
明
正
大
な
選

挙
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
決
議
」
を
可
決
し
た
。
市
議
会
議
員
選
挙
に

当
た
っ
て
市
議
会
は
、
立
候
補
予
定
者
と
各
陣
営
に
対
し
て
公
正
で
政

策
本
位
の
選
挙
を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
主
権
者
・
市
民

の
良
識
あ
る
判
断
を
呼
び
掛
け
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
会
に
欠
席
し
た
若
竹
議
員
に
反
省
を
求
め
る
決
議

　

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の
欠
席
は
、
公
務
を
欠
席
す
る
理
由

と
し
て
や
む
を
得
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
し
か
も
、
平
成　

年
１２

に
も
委
員
長
で
あ
り
な
が
ら
、
厚
生
文
教
委
員
会
を
事
前
連
絡
も
な
く

欠
席
し
て
お
り
、
そ
の
時
の
反
省
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
大
変
残
念
で

あ
る
。
二
枚
橋
衛
生
組
合
議
会
の
視
察
や
三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建

設
促
進
協
議
会
の
欠
席
に
つ
い
て
も
、
問
題
の
あ
る
対
応
を
し
て
お
り
、

公
務
を
あ
ま
り
に
軽
く
考
え
て
い
る
言
動
が
続
く
こ
と
に
対
し
、
反
省

を
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
日
本
共
産
党
�
、
公
明
党

１４

�
、
改
革
連
合
�
、
改
革　

�
、
自
民

２１

党
小
金
井
�

反
対
５
＝
市
民
自
治
、
湧
湧
環
境
ク
、

市
民
ウ
ェ
ブ
、
民
主
党
、
民
主
市
民

退
席
４
＝
生
活
者
ネ
ッ
ト
�
、
市
民

の
党
�

（
否
決
し
た
も
の
）

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
対
象
を
小
学
生
以

上
に
拡
大
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

都
の
助
成
制
度
は
、
対
象
は
就
学
前
ま
で
広
が
っ
て
い
る
が
、
す
べ

て
の
年
齢
児
に
所
得
制
限
が
あ
る
。
こ
れ
を
な
く
せ
ば
、
市
町
村
と
そ

こ
に
住
む
住
民
へ
の
支
援
が
拡
大
さ
れ
、
独
自
に
所
得
制
限
を
撤
廃
す

る
こ
と
に
使
っ
て
い
る
財
源
を
持
つ
市
町
村
は
、
小
学
生
以
上
の
医
療

費
助
成
の
拡
大
に
充
当
で
き
る
。
ま
た
、
都
の
財
政
力
か
ら
い
っ
て
、

助
成
制
度
の
対
象
を
小
学
生
以
上
に
拡
大
す
る
こ
と
も
可
能
。
乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
の
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
対
象
を
小
学
生
以
上
に
拡

大
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

新
た
な
地
域
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
導
入
に
関
す
る
意
見
書

　

昨
年　

月
、
国
土
交
通
省
は
、
新
た
な
地
域
名
表
示
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

１１

ー
ト
の
導
入
に
つ
い
て
、
要
綱
を
公
表
し
た
。「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
」
を

可
能
に
す
る
新
制
度
導
入
で
あ
り
、
取
組
に
敬
意
を
表
す
る
。
次
項
を

要
望
す
る
。
①
国
土
交
通
省
は
、「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
」
申
請
の
締
切
り

を
、
可
能
な
範
囲
に
お
い
て
延
期
し
、
都
道
府
県
を
通
じ
て
、
区
市
町
村

に
通
知
す
る
こ
と
。
②
東
京
都
は
、
国
土
交
通
省
に
対
し
、「
ご
当
地
ナ

ン
バ
ー
」
申
請
の
締
切
り
を
、
可
能
な
範
囲
に
お
い
て
延
期
す
る
よ
う
要

請
す
る
こ
と
。

自
動
車
の
「
武
蔵
野
ナ
ン
バ
ー
」
導
入
に
関
す
る
決
議

　

市
長
に
以
下
の
対
応
を
求
め
る
。
①
「
仙
台
ナ
ン
バ
ー
」
を
目
指
す

仙
台
市
の
例
に
な
ら
い
、
新
ナ
ン
バ
ー
導
入
の
担
当
者
を
定
め
、
情
報

を
収
集
し
、
民
間
の
推
進
団
体
と
官
民
一
体
と
な
っ
て
推
進
に
取
り
組

む
こ
と
。
②
４
市
連
絡
協
議
会
の
構
成
市
な
ど
近
隣
自
治
体
に
、
共
同

し
て
新
ナ
ン
バ
ー
導
入
に
取
り
組
む
こ
と
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
。
�
関

係
市
の
枠
組
が
定
ま
っ
た
場
合
に
は
、
住
民
や
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
を
対

象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の
多
数
意
思
を
尊
重
し
て
、
新
ナ

ン
バ
ー
の
申
請
を
行
う
こ
と
。

採
決
結
果
＝
否
決

賛
成
８
＝
日
本
共
産
党
�
、
市
民
の

党
�
、
湧
湧
環
境
ク
、
民
主
党
、
民
主

市
民

反
対　

＝
改
革
連
合
�
、
改
革　

�
、

１２

２１

生
活
者
ネ
ッ
ト
�
、
自
民
党
小
金
井

�
、
市
民
自
治
、
市
民
ウ
ェ
ブ

退
席
３
＝
公
明
党
�

採
決
結
果
＝
否
決

賛
成
９
＝
生
活
者
ネ
ッ
ト
�
、
市
民

の
党
�
、
市
民
自
治
、
湧
湧
環
境
ク
、

市
民
ウ
ェ
ブ
、
民
主
党
、
民
主
市
民

反
対　

＝
公
明
党
�
、
改
革
連
合
�
、

１０

改
革　

�
、
自
民
党
小
金
井
�

２１

退
席
４
＝
日
本
共
産
党
�
、
自
民
党

小
金
井
�

採
決
結
果
＝
否
決

賛
成
９
＝
生
活
者
ネ
ッ
ト
�
、
市
民

の
党
�
、
市
民
自
治
、
湧
湧
環
境
ク
、

市
民
ウ
ェ
ブ
、
民
主
党
、
民
主
市
民

反
対　

＝
公
明
党
�
、
改
革
連
合
�
、

１０

改
革　

�
、
自
民
党
小
金
井
�

２１

退
席
４
＝
日
本
共
産
党
�
、
自
民
党

小
金
井
�

大
型
開
発
強
行
前
に

財
政
計
画
の
公
表
を
す
べ
き

井
上
忠
男
（
日
本
共
産
党
）

　

２
０
０
５
年
度
に
�
借
金
・
市

債
を　

億
円
返
済
し
、
残
額
は　

３８

３６８

億
円
、
貯
金
・
基
金
は
３
億
５
千

万
円
取
り
崩
し
、
残
額
は　

億
円
、

３６

個
人
市
民
税
は　

億
円
あ
っ
た
の

１１９

に　

億
円
、
地
方
交
付
税
は　

億

８３

１６

円
か
ら
全
額
を
借
金
し
、
市
の

「
財
政
白
書
」
で
は
、
財
政
調
達

力
は 
脆  
弱 
と
述
べ
て
い
る
の
で

ぜ
い 
じ
ゃ
く

は
な
い
か
。
�
武
蔵
小
金
井
駅
南

口
再
開
発
事
業
の
第
１
地
区
は　
３０３

億
円
、
市
の
負
担
額
は　

億
円
で

９９

借
金
は　

億
円
に
な
る
。
第
２
地

６４

区
を
含
め
る
と　

億
円
、
市
の
負

６０４

担
額
は　

億
円
で
借
金
は　

億
円

３２２

２５２

に
な
る
。
ま
た
市
の
７
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
総
事
業
費
は　

億
円
、

６０８

市
の
負
担
額
は　

億
円
で
借
金
は

３２２

　

億
円
に
な
る
。
し
か
し
、
財
政

２５２フ
レ
ー
ム
で
は
、
市
税
は
毎
年
伸

び
、
地
方
交
付
税
も
伸
び
続
け
る

こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
が
市
議

選
の
前
に
財
政
計
画
を
明
ら
か
に

す
べ
き
だ
。

企
画
財
政
部
長　

�
お
お
む
ね
そ

の
と
お
り
だ
。
�
国
の
三
位
一
体

改
革
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、
財
政

計
画
は
平
成　

年
度
半
ば
に
な
る
。

１７

市
長　

�
地
方
財
政
制
度
が
決
ま

ら
な
い
中
で
財
政
計
画
を
出
す
の

は
無
責
任
に
な
る
。

■
そ
の
他
、
リ
ー
ス
・
借
家
市
役

所
の
解
消
を
質
問
し
ま
し
た
。

よ
り
よ
い
市
民
美
術
館
を

目
指
し
て

稲
垣
庸
子
（
市
民
ウ
ェ
ブ
）

　

中
村
美
術
館
は
、
夫
人
が
終
生

住
み
続
け
る
と
い
う
条
件
で
市
に

寄
附
さ
れ
た
。
経
費
の
流
れ
の
不

透
明
さ
や
運
営
の
ま
ず
さ
も
こ
の

美
術
館
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
た

原
因
の
一
つ
で
あ
る
。
社
会
教
育

施
設
と
し
て
、
知
識
と
経
験
豊
富

な
学
芸
員
の
存
在
は
必
要
不
可
欠

だ
。
市
民
参
加
で
行
わ
れ
た
基
本

計
画
検
討
委
員
会
で
話
し
合
わ
れ

た
内
容
と
異
な
る
提
言
が
出
さ
れ

て
い
る
。
大
学
に
運
営
を
委
託
し

た
い
と
の
文
書
の
存
在
を
知
り
情

報
公
開
請
求
を
し
た
際
、
最
初
は

拒
否
さ
れ
、
後
に
認
め
た
。
�
提

言
が
委
員
会
と
異
な
る
の
は
な
ぜ

か
。
�
今
回
の
運
営
検
討
委
員
会

に
市
の
素
案
は
出
し
た
の
か
。
�

情
報
公
開
を
な
ぜ
拒
否
し
た
の
か
。

市
民
部
長　

�
前
回
の
検
討
委
員

会
の
提
言
を
尊
重
し
、
美
術
館
条

例
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。
�
出

し
て
い
な
い
。
�
請
求
さ
れ
た
文

書
は
一
切
な
い
。

市
民
文
化
課
長　

�
事
前
調
査
と

し
て
事
務
レ
ベ
ル
の
話
合
い
は
し

た
。

■
そ
の
他
に
、
平
成　

年
の
多
摩

２５

国
体
の
際
、
小
金
井
市
に
誘
致
で

き
る
競
技
は
な
い
か
と
質
問
し
、

卓
球
競
技
の
一
部
な
ら
総
合
体
育

館
で
実
施
可
能
で
あ
る
と
の
答
弁

を
得
た
。

　

ま
た
、
図
書
館
の
改
善
の
た
め
、

具
体
策
を
い
く
つ
か
提
案
し
た
。


